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４　本学の教育の今後に期待すること
　本学に限らず、全国的に現在の管理栄養士養成課程における職業教育の実態は未だ完全なも
のとは言い難い。栄養士養成の歴史とカリキュラムの変遷の観点から眺めると国際的に日本は
世界に先駆け栄養士という専門職を誕生させたが、数十年の間に欧米での栄養士養成に比べ遅
れをとってしまった。それは、栄養士の活動を社会資源としていかに合理的に活かすのかとい
う視点の違いによるものである。栄養学は生きることを学ぶ学問であるはずなのに日本では食
べ物の学問と捉えられ、本来あるべき栄養士の業務・活動も世間的には、いまだ誤解も大きい。
ここ十数年の間、この遅れを取り戻すべく、栄養士養成のための職業教育も見直され、業務の
対象も物から人へ、フィールドのトレーニングも人という対象を意識した内容に移行しはじめ
たところである。
　フィールドでのトレーニングを目的とするには、かなり臨地実習の時間が不足しているのが
実情である。大学の演習・実習科目で補うことが必要となってくる。これは受け入れ施設に対
する義務的制度が整わないかぎり解決はむずかしい。日本の栄養士養成、職業教育上の今後の
課題である。
　チームワークあるいは多職種連携は、養成課程、フィールドを問わず、その重要さは強調さ
れている。しかしこれまで、どこの場でそれを学ぶのかは、あまり論じてこられなかった。何
となくではあるが、就職し、社会に出てからフィールドで体験しながら学ぶものと思われてい
るようである。
　これも欧米では、専門教育の場でお互いの職業に対する理解を深めておくことで、実践にお
いて最大の効果を期待できるよう養成課程の中にプログラムされている。日本のように就職し
てから、職場において多職種との見解の相違から摩擦を経験してその大切さを知るというよう
な非効率的な学びとは比較にならない。
　大学は専門学校とは違い複数の学科があり、それぞれの専門分野を学ぶ場でもある。本学に
おいて学科を超えた、互いの立場を理解しコラボレーションする力を体現できる教育プログラ
ムができれば、学生が社会に出てから活動する大きな力になるのではないかと考えている。
　冒頭に述べたように教育という最も人間らしい部分へのアプローチと職業教育におけるト
レーニング的要素はともすれば相反すると思われる。この２つの要素を融和させつつ、これま
でのフィールドでの経験を本学で学生のために生かしていきたい。
多世代交流学習を試みる
松　田　道　雄（エクステンションセンター特任教授）
　現在、日本社会の人口減少・少子高齢化の進展は、多世代が交流する機会の必要性をあらゆ
る領域で我々に投げかけている。子どもたちが学ぶ学校教育では、少ない子どもたちを地域全
体で大切に育てようと、コミュニティ・スクール（文部科学省初等中等教育局）、地域学校協
働本部（同生涯学習政策局）といった事業を打ち出している。それらによって、例えば、地域
の高齢者が小学校の掃除の時間にまで参加し、児童といっしょに掃除をすることで高齢者が
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「老人ホームに行くより、小学校に行くほうが楽しい」と語る１）ような多世代交流の様相が全
国各地の学校でも創出され始めている。
　さらに、多世代交流・多機能型「小さな拠点」の形成（まち・ひと・しごと創生総合戦略、
平成26年 12月 27日閣議決定）、「多世代交流・共生のまちづくりに関する特別提言」（全国市
長会、平成28年６月８日）など、地方創生に関わって各部署を超えたさまざまな施策・取り
組みには、「多世代交流」がキーとして目につくようになっている。
　これまでの社会のあり様は、おおまかに言えば、「大きな社会」の中で世代ごとの役割を与
えたプロトタイプをつくり、それぞれを管轄する部署によって世代が分けられてきたと言え
る。子どもは教育を受ける者として。成年は働く者として。高齢者は介護される者として。役
割で世代を分離させることによって、教育・経済・福祉がばらばらに組織化され市民生活は営
まれてきている。これに対して、「小さな社会」の生活集団であったかつての地域社会は、多
世代が交流し、教育も経済も福祉も生活の中に混合していた様相があった２）と思われるが、
今は地域社会も「大きな社会」の一部分に変貌してしまっている。どこに行っても、コンビニ
やスーパーには同じ商品が並び、店員は同じ口上で応対し、祖母や母の味を手習う代わりに、
だれでもスマホで料理のレシピを見ることができる。
　近所にコンビニもなく、スマホの使い方も慣れていない高齢の過疎地域では、そこに住んで
いるすべての世代が協力し合っていかなければならないであろうが（それでも生産世代が流出
しているので協力する人は足りないわけだが）、実は、身近にコンビニがありスマホも駆使で
き、一見、目の前の他者とやりとりせず、他者を思いやる必要もなく暮らすことができそうな
「大きな社会」に生きている我々もまた、多世代との交流を欲求しているのではないかと、筆
者は最近強く感じている。
　筆者は、各地の自治体の生涯学習やまちづくり事業等に学習支援としてよく参加している。
それらの中で特に参加者・受講者の学習満足度が高いのは、多世代が交流する講座である。一
例の写真は、「まち暮らし講座」と名づけて、地域に暮らしている高校生と住民（中高年者）
が対話交流した講座である３）。日頃、中高年者は高校生と話をする機会はほとんどなく、この
場で孫世代の高校生と話をして「気持ちが若々しくなった」と語り、高校生も、おじいさん・
おばあさん世代の人たちと話し合うのは「楽しかった」と感想を述べた。
　ともすると最初から好みや関心など世代間ギャップがあると思い込み、相手の関心ごとは自
分にはわからないと心のバリアをはってしまいがちになると思われたが、いざ、談義してみる
と、相手を素直に受け止め、相手の話に耳を傾け、相手のためになることを語ろうと、お互い
が共感的な態度でひと時の場をつくる気持ちが感じられ、世代や立場の違いを超えた学び合い
の様相を経験した（筆者も話し合いに参加しながら）。
　これから元気な団塊世代が後期高齢者になっていく時代、次世代への人生知の継承も含め
て、教える者・教わる者、介護する者・介護される者の二元化を超え、誰もが（次世代以降も
含めて）生涯現役で生きていくためには、多世代が共感・協力・協働していくあり方は不可欠
になる。先に歳を多くとっている者が自分だけの長生きすることを考えれば、若い世代からは
「いつまで生きているんだ４）」とぼやかれてしまう。そのような個々具体的な話題は、人々の
お茶飲み話の中で、日常生活で直面するグチとして語られるが、政策上の総論的な健康長寿社
会の議論には出てこない。しかし、人々の個々人の毎日の暮らしにとっては、社会の一般論よ
りも目の前の世代間のあり方こそが切実な現実である。
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　少ない現役世代が多くの高齢世代を支えているのが「見えない社会＝大きな社会」の構造で
あれば、少なくとも「見える生活＝小さな社会」では、多くの元気な高齢世代が子どもの育ち
を一層見守り、さらには若者の雇用をも生み出し支えてくれるような姿は表せないものであろ
うか？そのような多世代協働の社会を模索する試みが始まってきたように思われる。協働とま
ではいかなくとも、多世代となにかかにか交流したいという人々の欲求があることは、個人の
持ち味や関心ごとを見せ合いながら多世代が自在に交流し合う「だがしや楽校」が、自治体の
公民館事業やまちづくり団体などによって全国各地で行われる広がりからも感じられる。
　このような時代性の中で、これから社会人になる20歳前後の若者にとっての多世代交流は、
退職した高齢世代との交流だけでない。現役で働いている世代、親になった世代、さらには自
分より若い世代、幼児とも、あらゆる世代との生身の生き生きと柔らかな交流体験が求められ
よう。高齢者は福祉を学ぶ学生だけ、幼児は保育を学ぶ学生だけが専門職として対象にするだ
けではなく。その意味でも、本学の「他者とともに生きる」教育は、まさに、社会生活のあら
ゆる場面で「他者とともに生きているという実感」を得ていく生涯に渡る基盤教育に発展させ
ていくことが期待できる。それは今後ますます求められるゆえに、さまざまな機会と多様なア
プローチの試行錯誤が必要になる。
　本年度、筆者は、本学の生涯学習センター講座シニアカレッジで「大学生と学ぶ！生涯学習
論」を開設試行することにした。生涯学習の主体者としてさまざまな学習活動をしている地域
住民の方々を対象に、大学の科目として開講している生涯学習について学ぶ授業（筆者担当）
に参加してもらい、そこで大学生（20歳前後の若者）とともに学んだ体験を題材に、自身の
生涯学習のあり方を見つめ直すことを目的にした講座である。
　社会人のキャリアアップや退職後の第二ステージに向けた入学など、18歳入学者だけの学
び舎ではなく、様々な世代が様々な背景を持って学び合う大学像に向け筆者なりのささやかな
試みである。さて受講希望者がどれくらいいるかはわからないが、改善をはかり多世代交流学
習の知見を蓄積していきながら５）、様々な世代や他者をつないでいくファシリテーターやコー
ディネーターのスキルも磨く後押しまでしていきたいと考えている６）。先の写真場面で言えば、
高校生と地域住民の集いの機会をファシリテートできる大学生に。被災された高齢者に寄り添
う活動をしてきた経験を一歩踏み込み、その方々が新たな地域の人たちとのつながりをコー
ディネートできる大学生にと。
　そのようなヒューマンハイタッチな人間教育こそ、ＡＩ（人工知能）に最も代替えされづら
い人間活動として一層重要性が増していくのではなかろうか。エクステンションセンターに所
属し、大学と地域社会を往還しながら、この教育の試行錯誤をさまざまな世代の方々と共体験
していきたい。
注
１）第40回信州発ボランティア・地域活動フォーラム（長野県社会福祉協議会、2016年 12月４日）分科会「新
しい昔づくり」での信州型コミュニティ・スクール事例発表者報告から。この分科会の名称は、かつての
地域社会の様相を現代にどのように再生していくかを表し、互助の人間関係、多世代交流などがキー概念
として了解されながら事例検討がなされた。
２）我が国の高度経済成長以前の地域社会という記憶のイメージと、アリエス、フィリップ『〈子供〉の誕生』（杉
山光信、杉山恵美子訳、みすず書房、1980年）等に示されたヨーロッパ「近代」以前の様相の双方を念頭
に描いた。
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３）2017年３月12日、川西町中央公民館、主催：山形かわにし綾プロジェクト推進協議会。高校生は、町内に
ある山形県立置賜農業高校の「紅大豆の食育普及活動」を実践研究している生徒。
４）農作業ができなくなるまで働く農業社会、退職後老人施設利用までの時間が長くなかったこれまでの工業
社会では顕在化されなかったが、健康長寿社会では、生物種の中でほぼヒトのみが子孫を残したあとも長
生きすることに対して、だれもが当事者として「いかに生きるべきか」を考える人間学的生涯学習が高齢
期の学習課題になると筆者は考える。
５）多世代交流教育という分野はまだ明確にはないが、中国の421世代間問題をはじめ、先進国の少子高齢社
会では重要な教育領域になると考えられる。東北の地域で実践した多世代交流の成果は、海外にも寄与す
ることができる。本学の地域実践コースと国際教養コースは、国内の地域課題を国際的にも広げて考える
グローカル学習をつくり出すことも期待できるであろう。
６）『社会教育主事の養成等の在り方に関する調査報告書』（2016年８月、国立教育政策研究所社会教育実践研
究センター）の社会教育主事講習の見直しにも「地域人材、コーディネーター育成」、「ファシリテーショ
ン能力の育成」の新設が提起されているが、その背景には、直接対面で人と関わり、その人のよりよい変
容を支援する活動が社会全体に求められていることがあると言える。
